定例市政記者クラブ・市長懇談会（６月分）の結果について
日時：平成２２年６月１日（火）午前１１時～１１時２０分
場所：市役所２階第１委員会室
出席者：（１）市政記者クラブ６社
【北海道新聞、釧路新聞、読売新聞、日本経済新聞、共同通信、時事通信】
（２）市長ほか９人
会 見 内 容

1． 話題提供（３項目）

１．平成２２年度釧路市重要懸案事項に係る中央要請行動について
■　来年度の国及び北海道の事業予算の確保をはじめとした、釧路市の重要懸案事項に関する中央要請行動を、６月３日（木）・４日（金）に、小樽・札幌市で実施いたします。
■　要請先といたしましては、道内ではありますが、北海道庁、北海道開発局、北海道経済産業局などを予定しております。

■　今回の中央要請行動におきましては、本日、６月１日（火）から公募が行われます、「国際バルク戦略港湾」の釧路港の指定を要望していく他、現在、整備中の北海道横断自動車道の浦幌・釧路間のうち、浦幌・阿寒間（４０ｋｍ）につきましては、平成２６年度の開通を目指すことや、日本の優れた炭鉱技術を海外産炭国へ移転する「産炭国石炭産業高度化事業」の継続実施など、２４項目の重要懸案事項について、要請を行っていく予定です。

■　この賞は、優れた公共建築を表彰することにより、公共建築の総合的な水準の向上に寄与することを目的とするものでございまして、社団法人公共建築協会が昭和６３年に創設しまして、1年おきに実施しているものであります。
■　対象となる公共建築物は、完成後３年以上を経過したものであり、建築として企画・設計・施工が優れているだけではなく、地域社会への貢献度や文化性、施設の管理や保全といった観点からも評価されるものでございます。

■　第１２回を迎えた今回は、昨年の9月に募集要項が発表されまして、全国から１２３点、そのうち北海道からは１１点の応募がありました。
■　第一次審査は、全国9地区の地区審査委員会によりまして、昨年の１２月から行われ、現地調査を含む審査の結果、全国で３１点、そのうち北海道で３点の建築物が公共建築賞の優秀賞に選ばれました。
■　北海道地区で選定された建築物は、「文化施設部門」として札幌市の「モエレ沼公園ガラスのピラミッド」、「生活施設部門」として「釧路市こども遊学館」及び剣淵町の「絵本の館」となっております。

■　北海道地区の表彰式は、６月８日（火）に札幌市で行われます。

■　その後、公共建築賞審査委員会が行う第二次審査において、全国３１点の優秀賞の中から、公共建築賞として、「行政施設部門」、「文化施設部門」、「生活施設部門」の３部門ごとに、それぞれ最も優れた建築物が各1点、また、公共建築賞・特別賞として、特に優れた特徴を持つ建築物が２点内外選ばれることとなっており、発表は、１０月上旬を予定しているところであります。

■　なお、「釧路市こども遊学館」につきましては、２００５年度（平成１７年度）に、第３１回北海道建築賞も受賞しております。

■　市立釧路図書館では、本年の国民読書年を記念いたしまして、１０月３０日に、道立文学館のご協力をいただきまして、桜木紫乃（さくらぎ　しの）さんを迎えたトークセッションを開催いたします。

■　桜木紫乃さんは、釧路市出身で、２００２年「雪虫」で第８２回オール読物新人賞を受賞され、北海道を舞台としたミステリーであります「凍原」、「恋肌」などの話題作を発表されている気鋭の作家であります。
■　釧路市は、昨年亡くなられた原田康子さんの作家としての出発点となるなど、文学的土壌の豊かさを誇る街でありまして、桜木さんもまた、原田康子さんと同じく同人誌「北海文学」を通じて、文学上の研鑽を重ねられました。
■　桜木さんにとりましては、釧路は出身地であるだけでなく、作家として文学的な縁の深い土地でもあることから、このたびのトークセッションでは、釧路への思いや、「北海文学」の思い出など、小説を通じた釧路の風土を語っていただくことで、多くの方々に釧路の郷土文学、ひいては読書全般に関心を抱いていただく素晴らしい機会となるものと考えております。
■　また、今年は、この他にも市立図書館における市民朗読会をはじめ、阿寒、音別等の図書館施設で、国民読書年をアピールする事業を実施する予定であり、市民の皆さんが活字文化にふれる機会が充実するよう、積極的な取組を進めてまいりたいと考えております。
2． その他（１項目）

１．亜細亜大学硬式野球部の釧路合宿について

■　昨日、皆様方には報道依頼をさせていただきましたが、亜細亜大学硬式野球部が釧路市での合宿につきまして、明日、６月２日（水）午後１時から、亜細亜大学硬式野球部の生田監督が市役所を訪れまして、会見を開きたい旨の申し出がありましたことをお知らせいたします。
■　現段階では、亜細亜大学が釧路市で合宿を行うということのみ内定しておりまして、日程等の詳細につきましては、私共はご報告を受けていない状況でございますが、明日、生田監督と野球部の関係者が市役所を訪問し、正式に釧路市への合宿実施要請を行い、日程等を確認後に、共同の記者会見を行う予定であると伺っております。

【質　疑　要　旨】
（質問）

・　国際バルク港湾について、先日、市長会見を行い、応募することを表明されていますが、指定に繋げていく為に、計画書の中で釧路港の優位性をどのうに盛り込んでアピールしていくのか、市長のお考えをお伺いしたいと思います。
（市長）

・　国における「選択と集中」というかたちの中で、国際バルク戦略港湾の指定を進めていくことでありますから、このことは、単に地域だけのものではないと考えております。日本のトウモロコシの輸入の９０％が北米から入ってきていることを踏まえた時に、釧路港の地理的優位性をしっかりと活かしていきたいと考えております。

食糧需給率を増やしていくことを踏まえ、国内における食糧の安定供給において日本国内全体に寄与できる釧路港であるという形の中で、計画の検討を進めていきたいと考えております。
後背地に酪農地帯を抱えているわけでございますし、地元に産業を根ざしていることと、今までの釧路港の中にその産業の集積が図られてきたことを活用していきたいと考えております。
（質問）

・　応募するにあたり、地元負担の考え方をどのように整理するかが１つのポイントになると思います。応募の期限が８月３日となっていますが、それまでに地元経済界を含めて市長から負担設定に関する考え方を示されて論議する流れになるのか、市長のお考えをお伺いしたいと思います。

（市長）

・　負担設定の考え方につきましては、皆さんに考え方を示し論議することになると考えています。港湾管理者として今までも、市の地元負担というものがありながら港湾整備を進めてまいりました。国際バルクの指定は、地元だけの問題ではなく、北海道や日本国内に寄与できるものと考えておりますので、しっかりとご説明できる考え方を構築し、進めていきたいと考えております。
・　重要懸案事項に係る中央要請行動におきましては、北海道横断自動車道（浦幌～釧路間）の早期完成について要望をいたしますが、直轄方式で整備を進める道路に供用年月日は無いという状況の中で、整備が進んでいる浦幌～阿寒間につきましては、部分供用を進めながら平成２６年度の開通を要請していくものであります。
北海道は、新直轄方式で整備を進めることにより早く整備ができることで選択をしましたが、有料道路のほうが法律に基づきまして、供用年月日が出されながら、夕張～占冠間が平成２３年というものが出ています。新直轄方式を選び早く整備しようとしたほうが、予算の関係上で整備が遅くなっている状況であります。
　　ですから、浦幌～阿寒間の４０㎞を、いち早く開通させて頂いて、高速道路をこの地域で活用出来るようになりますと、様々なプランニングが出来ることになります。供用年月日が提示されることにより、色々なことが計画できます。

そのような流れを作る為に要望書に具体的な年度を入れているところであります。
（質問）

・　米軍の普天間基地移転問題に関連して、沖縄県の負担軽減から、全国的に負担を受け入れる話が出ていますが、その考え方について、市長のお考えをお伺いしたいと思います。
（市長）

・　日米安保条約に基づき平和を守るということから、沖縄県への負担を強いていることは、間違えの無い実態だと考えております。
今回の普天間基地の問題は、日本政府が今後も日米安全保障体制を維持していく上で、沖縄県の負担軽減を日本全体の中でどのようにすべきかの話であると考えております。













































３．国民読書年記念事業「桜木紫乃トークセッション」の開催について





２．釧路市こども遊学館・第１２回公共建築賞 優秀賞の受賞について
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